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令和４年度流山本町活性化協議会 議事録 

 

１． 開催日 令和４年９月５日（月）17 時 30 分～18 時 30 分  

 

２． 出席者 委員９名（全委員１４名中）、事務局３名 

 

３． 会議内容 

   ◆  白みりんミュージアムについて 

   ＜事務局からの説明＞ 

    令和６年度に白みりんミュージアムを新設するにあたっ

て、施設に対する基本的な考え方などをまとめた整備基本

方針を作成した。また、８月８日から８月２８日までの間、

流山市内の主な施設で白みりんミュージアムの基本情報に

ついてのアンケートを実施した。 

この整備基本方針とアンケートの結果について、委員か

らの意見を伺いたい。 

 

このことについて、委員から以下のような意見があった。 

 

  Ａ委員：たくさん人が来ることが大事だと思う。おおたか

の森や 南流山から人を呼ぶためにも交通の便は

最重要だと思う。 

 Ｂ委員：アンケート結果に駐車場がないことへの反対意見

におもあるが、近隣市から人を呼び込むには有料

でも良いから駐車場を確保するべきではないか。

また、割引チケット等を検討すべきではいか。 

Ｃ委員：私は、アクセス・駐車場に関しては心配していな

い。ここは自動車で来ない場所ということが定着

すれば問題ない。おおたかの森からも、バスに乗

ってみると意外と時間がかからない。所要時間と

運行時間をある程度周知すればよいと思う。 

  Ｄ委員：アクセスについてはぜひ電車で来ていただきたい。



2 

 

流鉄の 駅から徒歩何分と表記するだけでも施設

と流鉄のお互いの認知度が上がる。また、車では

なく公共交通機関を使うことで、本町の周遊コー

スなどもでき、流山本町の町自体を体験していた

だけると思うので良いと思う。 

  Ｅ委員：白みりんを周知するためには開館までに実施する

行事が大事になってくると思う。いくら国の補助

金を使うとはいえ反対の意見もあると思う。楽し

いイベントの告知をしていかないと人が来ない。 

  Ｂ委員：愛知県にあるみりんの工場は人気。集客するため

には魅力がないといけない。白みりんミュージア

ムはゼロからのスタートになるので、魅せるイベ

ントを やっていかないとメディアが寄ってこな

い。メディアが寄ってくるようなイベントを毎年

発信していった方がよい。 

  Ａ委員：本町で開催しているイベントと併せて周知してい

くことが大事だと思う。 

 Ｆ委員：イベントの開催はお金と労力がかかる。施設その

ものの魅力を高めるべき。イベントは付加価値と

してとらえるべきではないか。基本方針の中に地

元店舗との連携とあるが、これは流山市全域なの

か、流山本町だけなのか。 

 事 務 局 ：まだ検討段階だが、市内全域のみりんを使ったメ

ニューがそろうような施設にしたい。 

Ｃ委員：白みりん商品だけをＰＲするのではなく、シビッ

クプライドを向上させるなら、みりんのある暮ら

しリバイバルさせるべきではないか。200 年前に

白 み り ん 発祥 の 地 で先 進 地 だっ た こ とが 現 在 進

行形であることを示すべき。白みりんは、なくて

は な ら な いも の だ った と い うと こ ろ を感 じ て も

らうためのミュージアムにしていくべき。 

  Ｇ委員：白みりんをアピールする取り組みは今までソフト
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とでの発信だった。この情報が一般に届くにはか

なり難しいこと。しかし、白みりんの名のついた

建物が建つと、白みりんについて広くに知っても

らえるので、建物が建つということに意味がある

と思っている。一茶双樹記念館も同じように、建

物の存在が小林一茶とのかかわりを広めている。 

  Ａ委員：みんなが渇望していた施設がようやくできること

を楽しみにしている。 

  

 

◆  地方創生推進交付金について 

＜事務局からの説明＞ 

現在、流山本町では地方創生推進交付金を活用し、さま

ざまな事業を進めている。この交付金の達成度を検証する

指標として、４つの重要業績評価指標（ＫＰＩ）が設けら

れている。 

①流山本町地域への来訪者数 

②開発した新商品の売り上げ 

③開発したツアー（白みりんを学び、味わう町歩き）の参加人数 

④白みりんのまちとしての認知度（市外住民） 

このＫＰＩのうち、「開発したツアーの参加人数」につい

ては、新型コロナウィルス感染症の収束が見込めない中で

ツアー参加者を集めることは難しいことから、このＫＰＩ

を今年度構築中の「白みりん検定の受講者数」へ変更する

ことを考えている。白みりん検定の受験方法としては、オ

ンラインでの受講もできるように検討しており、新型コロ

ナウィルス感染症の対応もできると考えている。 

このことについて、委員の意見を伺いたい。 

 

委員一同：異議なしで、ＫＰＩを変更することは賛成。 

Ｅ委員：みりんを使った新商品の開発はとても良いことだ

と思う。もっと充実させていってほしい。 
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     会長：皆さんの総意で賛成とする。 

      それでは以上で協議会を終了とさせていただく。 

  事務局：ありがとうございました。 

 以   上  


